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平
成
30
年
度 

事
業
計
画・予
算
を
決
定

県
市
町
振
興
協
会
　
理
事
会
・
評
議
員
会
　

【
第
2
回
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
清
水
雅
文
愛
南
町
長
）
は
、
平

成
29
年
度
第
2
回
理
事
会
を
3
月
8
日
㈭

午
後
3
時
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に

お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
清
水
雅
文
・
大
城
一

郎（
八
幡
浜
市
長
）・
栗
原
久
子（
松
山
市

議
会
議
長
）・
森
永
茂
男（
砥
部
町
議
会
議

員
）・
松
浦
一
悦（
松
山
大
学
経
済
学
部
教

授
）・
渡
部
明
忠（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局

長
）
の
各
理
事
及
び
井
上
貴
至
（
愛
媛
県

市
町
振
興
課
長
）・
若
宮
髙
井
治（
愛
媛
県

市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司（
税
理
士
）

の
各
監
事
、
田
窪
出
納
役
等
。

　

清
水
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
の
定
め
に
よ
り
清
水
理
事
長
が
議
長

と
な
り
、
渡
部
常
務
理
事
か
ら
、
各
議
案

に
つ
い
て
説
明
及
び
報
告
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
議
決
及
び
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

◆
議
　
事

第
₁
号
議
案

　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
₂
号
議
案

　

平
成
30
年
度
袖
手
予
算
に
つ
い
て

第
₃
号
議
案

　

平
成
29
年
度
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
の

開
催
に
つ
い
て

◆
報
　
告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て　

【
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
清
水
雅
文
）は
、
平
成
29
年
度

第
3
回
臨
時
評
議
員
会
を
3
月
28
日
㈬
午

前
10
時
30
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
清
水
理
事
長
・
山
本

照
男（
四
国
中
央
市
議
会
議
員
）・
佐
川
秀

紀（
砥
部
町
長
）・
山
本
徹（
内
子
町
議
会

議
長
）・
安
田
俊
一（
松
山
大
学
経
済
学
部

教
授
）・
柏
原
準（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長

会
事
務
局
長
）の
各
評
議
員
及
び
井
上
貴

至（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
若
宮
髙
治

（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司

（
税
理
士
）の
各
監
事
、
渡
部
常
務
理
事
等
。

　

清
水
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
定
款
の
定
め
に
よ
り
山
本
徹
評
議

員
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
禄
署
名
人
に
、

山
本
照
男
・
佐
川
秀
紀
の
両
評
議
員
を
指

名
。

　

議
事
に
入
り
、
渡
部
常
務
理
事
か
ら
議

案
説
明
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
及
び

決
定
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

◆
議
　
事

第
₁
号
議
案

　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い

て
第
₂
号
議
案

　

平
成
30
年
度
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い

て
第
₃
号
議
案

　

理
事
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ
い

て

評　議　員　会

理　　事　　会
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平成30年度事業のあらまし
～ 市町村振興宝くじの収益金等を活用し、愛媛県内20市町の振興に寄与 ～

公益財団法人愛媛県市町振興協会
　当協会は、市町財政の厳しい環境に配慮し、的確な財政運営を実施していくとともに、市町の公共施設整備事
業等への資金融資、市町振興事業に対する助成及び人材育成のための研修等、次に掲げる事業を行います。なお、
市町村振興宝くじ販売促進事業については、関係団体の協力を得ながら行います。

事業名 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

資
金
貸
付
事
業

⑴　長期貸付事業
　貸付予定枠　　20億円
　貸付対象事業　　愛媛県知事と協議し同意又は許可を受け、あるいは届出をしている一般会計債の事業とする。
　貸 付 条 件　　償還期間および利率

　　　　　　　　　償還方法　　半年賦元金均等償還
　　　　　　　　　償 還 日　　₉月17日及び₃月17日
　　　　　　　　　貸 付 日　　平成30年₅月25日、平成31年₃月23日
⑵　短期貸付事業
　貸付対象事業　　当該年度内に行う必要がある緊急的な公共事業や災害防止対策事業
　貸 付 条 件　　貸付利率　　本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基準とし、財
　　　　　　　　　　　　　　　政融資資金の貸付利息以下の率で理事長が定める貸付利率とする。
　　　　　　　　　償還方法　　一括償還証書貸付
　　　　　　　　　貸付期間　　単年度貸付（年度内償還）

交
付
金
の
交
付

事
業
　
　
　
　

⑴　市町交付金
　　平成30年度新市町村振興宝くじ（ハロウィンジャンボ宝くじ）収益金を愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を財源として市
町へ交付する。

⑵　基金交付金
　　サマージャンボ宝くじ収益金をもって愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を積み立てる基金積立金を財源として市町へ交付する。

　交付金の対象事業は、地方財政法第32条に規定する事業で、交付を受けた市町は、市町が必要とする当該事業に充当する。

市
町
振
興
助
成

事
業
　
　
　
　

⑴　市町連携事業助成事業
⑵　市町の振興に伴うイベント等助成事業
⑶　情報セキュリティ監査助成事業
⑷　メンタルヘルス対策事業助成金
⑸　災害見舞金
⑹　市町広域連携事業助成事業
⑺　国内先進地域調査研究事業

市
町
職
員
等

研
修
事
業
　

⑴　愛媛県研修所での研修事業
⑵　市町職員研修事業
⑶　市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）及び全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）の受講に係る助成
⑷　関係団体研修事業等に係る助成

情
報
提
供

事
業
　
　

⑴　愛媛県市町要覧の発行
⑵　市町振興のための資料配付　「地方財政要覧」、「市町財政」等
⑶　地域づくり情報誌発行事業　「舞たうん」、「えひめイベントＢＯＸ」

そ
の
他

⑴　市町関係団体等への助成（愛媛県市長会・愛媛県町村会を経由）
　①　一般財団法人地域活性化センター年会費
　②　日本貿易振興機構（ジェトロ）愛媛貿易センター運営負担金
　③　松山空港利用促進協議会負担金
　④　自転車新文化推進協会負担金
⑵　愛媛大学の地域医療学講座への寄附

◎ 平成30年度市町村振興宝くじ発売概要
サマージャンボ宝くじ ハロウィンジャンボ宝くじ

発 売 期 間 ７月９日㈪～８月３日㈮ 10月１日㈪～10月23日㈫

発 売 計 画 額 930億円（前年度1,020億円） 390億円（前年度420億円）

償還期間 据置期間 最近の貸付利率
H29.5 H29.3 H28.5

₅　年 ₁　年 0.01% 0.01% 0.1%
10　年 ₂　年 0.01% 0.01% 0.1%
12　年 ₂　年 0.01% 0.01% 0.1%
15　年 ₃　年 0.1% 0.2% 0.1%

本協会基金等貸付細則附則第₂条の規定の特例として、財政融資資金の貸付金利を基
準とし、財政融資資金の貸付利息以下の率で理事長が定める貸付利率とする。
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会
長
に

　
清
水
愛
南
町
長

 
副
会
長
に

　
坂
本
松
野
町
長
を
選
出

�

　
県
水
道
協
会

　

愛
媛
県
水
道
協
会
（
8
町
10
市
と
2
一

部
事
務
組
合
で
構
成
）
は
、
3
月
14
日
自

治
会
館
で
「
平
成
29
年
度
水
道
事
業
推
進

等
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

清
水
会
長
（
愛
南
町
長
）

3　
「
県
内
の
水
道
事
業
の
現
況
に
つ
い

て
」

　
　

県
環
境
政
策
課
の
菅
原
係
長
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
30
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

平
成
30
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑸　

平
成
30
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い

て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
会　

長　

清
水
愛
南
町
長（
留
任
）

　
　

◦
副
会
長　

坂
本
松
野
町
長（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
平
成
30
年
6
月
9
日
か

ら
平
成
32
年
6
月
8
日
。

 

支
部
長
に

　
清
水
愛
南
町
長
 

副
支
部
長
に

　
岡
本
松
前
町
長
を
選
出

�

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
県
支
部

　

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
愛
媛
県

支
部（
4
町
2
市
で
構
成
）は
、
3
月
14
日

自
治
会
館
で
「
平
成
29
年
度
水
産
業
振
興

対
策
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

清
水
会
長
（
愛
南
町
長
）

3　
「
水
産
業
振
興
事
業
の
現
況
・
情
勢
報

告
」
に
つ
い
て

　
　

県
魚
政
課
の
千
葉
係
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
30
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

平
成
30
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑸　

平
成
30
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い

て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
支 

部 

長　

清
水
愛
南
町
長

	

（
留
任
）

　
　

◦
副
支
部
長　

岡
本
松
前
町
長

	

（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
平
成
30
年
6
月
9
日
か

ら
平
成
32
年
6
月
8
日
。

 

会
長
に

　
河
野
久
万
高
原
町
長

 

副
会
長
に

　
清
水
愛
南
町
長
を
選
出

�

ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協
議
会

　

愛
媛
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協

議
会
（
3
町
9
市
で
構
成
）
は
、
3
月
19

日
自
治
会
館
で「
平
成
29
年
度
ダ
ム
所
在
・

発
電
関
係
市
町
推
進
等
研
究
会
」
を
開
催

し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶

	

　

河
野
会
長
（
久
万
高
原
町
長
）

3　
「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
概

要
に
つ
い
て
」

　
　

県
産
業
政
策
課
の
青
儀
主
事
か
ら
説
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明
が
あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
30
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

平
成
30
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑸　

平
成
30
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
会　

長　

河
野
久
万
高
原
町
長

	

（
留
任
）

　
　

◦
副
会
長　

清
水
愛
南
町
長（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
平
成
30
年
4
月
5
日
か

ら
平
成
32
年
4
月
4
日
。

 

支
部
長
に

　
河
野
久
万
高
原
町
長

 

副
支
部
長
に

　
玉
井
西
条
市
長
を
選
出

�

山
村
振
興
連
盟
県
支
部
会

　

山
村
振
興
連
盟
県
支
部
（
6
町
8
市
で

構
成
）
は
、3
月
19
日
自
治
会
館
で
「
平
成

29
年
度
山
村
振
興
事
業
推
進
等
研
究
会
」

を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　
「
山
村
振
興
事
業
の
現
況
・
情
勢
報
告
」

　
　

県
農
政
課
の
林
係
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

3　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
30
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

平
成
30
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑸　

平
成
30
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
支 

部 

長　

河
野
久
万
高
原
町
長

	

（
留
任
）

　
　

◦
副
支
部
長　

玉
井
西
条
市
長

	

（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
平
成
30
年
6
月
9
日
か

ら
平
成
32
年
6
月
8
日
。

 

支
部
長
に

　
佐
川
砥
部
町
長

 

副
支
部
長
に

　
岡
本
松
前
町
長
を
選
出

�

町
村
下
水
道
協
議
会
県
支
部

　

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
7
町
で
構
成
）
は
、
3
月
19
日
自

治
会
館
で
「
平
成
29
年
度
全
国
町
村
下
水

道
推
進
協
議
会
愛
媛
県
支
部
研
究
会
」
を

開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

佐
川
支
部
長（
砥
部
町
長
）

3　

講　

話　
「
愛
媛
県
か
ら
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
」

　
　

県
都
市
整
備
課
の
野
間
課
長
ほ
か
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
。

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
す
べ
て

了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

平
成
30
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
支 

部 

長　

佐
川
砥
部
町
長	（
留
任
）

　
　

◦
副
支
部
長　

岡
本
松
前
町
長	（
留
任
）

　
　
　

任
期
は
、
平
成
30
年
6
月
9
日
か

ら
平
成
32
年
6
月
8
日
。

 

会
長
に

　
宮
脇
上
島
町
長

 

副
会
長
に

　
兵
頭
鬼
北
町
長
を
選
出

�

清
掃
事
業
協
会

　

県
清
掃
事
業
協
会
（
20
市
町
と
6
一
部

事
務
組
合
で
構
成
）
は
、
3
月
26
日
県
農

業
共
済
組
合
で
「
平
成
29
年
度
清
掃
事
業

推
進
等
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

宮
脇
会
長
（
上
島
町
長
）

3　

平
成
29
年
度
生
活
環
境
改
善
事
業
功

労
者
会
長
表
彰

　
　

本
年
度
は
次
の
2
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
　
　

内
子
町　
　

大
野　

栄
司　

氏

　
　
　

松
山
市　
　

青
木　

克
則　

氏

　
　

な
お
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
大
野
栄

司
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
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4　
「
清
掃
事
業
等
の
現
況
・
情
勢
報
告
及

び
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」

　
　

県
循
環
型
社
会
推
進
課
の
二
宮
主

　

幹
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

5　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
す
べ
て

了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
30
年
度
事
業
方
針
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

平
成
30
年
度
本
会
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑸　

平
成
30
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑹　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
会　

長　

宮
脇
上
島
町
長（
留
任
）

　
　

◦
副
会
長　

兵
頭
鬼
北
町
長（
新
任
）

　
　
　

任
期
は
、
平
成
30
年
3
月
28
日
か

ら
平
成
32
年
3
月
27
日
。

 

定
期
総
会
を
開
催

�

県
市
町
各
種
事
業
総
合
協
議
会

　

前
記
6
団
体
で
組
織
す
る
愛
媛
県
市
町

各
種
事
業
総
合
協
議
会
は
、
各
団
体
の
決

算
や
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
た
こ
と

か
ら
、3
月
26
日
県
農
業
共
済
組
合
で「
平

成
29
年
度
定
期
総
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

稲
本
会
長
（
内
子
町
長
）

3　

会　

議

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

す
べ
て
了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑵　

平
成
30
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
30
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑷　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

◦
会
長　

稲
本
内
子
町
長
（
留
任
）

　
　

◦
監
事　

坂
本
松
野
町
長
（
留
任
）

　
　

◦
監
事　

兵
頭
鬼
北
町
長
（
新
任
）

　
　
　

任
期
は
、
平
成
30
年
6
月
9
日
か

ら
平
成
32
年
6
月
8
日
ま
で
。

 

定
期
総
会
を
開
催

�

愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
は
、

3
月
5
日
「
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
5
階

会
議
室
」
で
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

菅
会
長
（
今
治
市
長
）

3　
「
移
住
促
進
及
び
集
落
対
策
事
業
に

つ
い
て
」

　
　

県
地
域
政
策
課
の
山
本
係
長
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
す
べ
て

了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告

　

⑵　

平
成
29
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑷　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑸　

平
成
30
年
度
市
町
負
担
金
の
分
賦

方
法
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑹　

平
成
30
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

⑺　

決
議
（
案
）
に
つ
い
て

定
期
総
会
を
開
催

�

愛
媛
県
人
権
協
会

　

愛
媛
県
人
権
協
会
は
、
3
月
26
日
「
愛

媛
県
農
業
共
済
組
合
5
階
会
議
室
」
で
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

大
城
会
長（
八
幡
浜
市
長
）

3　

来
賓
祝
辞

　
　
　

大
森
愛
媛
県
県
民
環
境
部
部
長

　
　
　

山
先
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会

　
　
　

	

会
長
代
行

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
す
べ
て

了
承
ま
た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告

　

⑵　

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　

⑷　

平
成
30
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て
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県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
18
回
定
期

総
会
は
、
3
月
28
日
え
ひ
め
共
済
会
館
で
、

県
下
町
監
査
委
員
及
び
補
助
職
員
ら
22
人

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
事
務
局
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
安
永
副
会
長
（
松
前
町
代
表
監
査
委

員
）
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
阿
部

会
長
（
伊
方
町
代
表
監
査
委
員
）
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
来
賓
の
知
事
（
東
野
総
務
部

管
理
局
長
代
理
出
席
）、清
水
県
町
村
会
長

及
び
程
内
県
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
に
、
議
事
に
入
る
前
に
、
全
国
町
村

監
査
委
員
協
議
会
の
荒
井
参
与
か
ら
「
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概

要
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、
議
事

に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
阿
部
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
会

議
録
書
名
人
に
亀
山
上
島
町
代
表
監
査
委

員
と
榎
本
松
野
町
代
表
監
査
委
員
を
指
名

し
た
あ
と
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら

れ
た
。

⑴　

報
告
第
一
号　

会
務
報
告

　
　

一
同
了
承
。

⑵　

認
定
第
1
号　

平
成
28
年
度
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同
了

承
。

⑶　

議
案
第
1
号　

平
成
30
年
度
会
務
運

営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑷　

議
案
第
2
号　

平
成
30
年
度
歳
入
歳

出
予
算

　
　

以
上
の
2
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、

事
務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な

く
議
決
さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
3
号　

任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選

　
　

本
年
3
月
31
日
に
現
役
員
が
任
期
満

了
に
な
る
こ
と
か
ら
、
新
役
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

会　

長　

安
永　

紀
雄
（
松
前
町
）

第
18
回
定
期
総
会
を
開
く

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
　

決　　　　　議
　われわれ監査委員は、厳しい町財政の中、行政に対する住民の信頼を確保し、透
明性のあるものとしていくため、日々研鑽を積み努力を重ねている。
　しかしながら、町における監査体制は、その課せられた義務と責任を十分に果た
すには厳しい現状にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査活動費の確保等、監査機
能の充実強化が緊急の課題である。
　本日ここに、愛媛県町村監査委員協議会第18回定期総会を開催するに当たり、わ
れわれ監査委員は相互の緊密な連携のもと、町における監査機能の充実と監査体制
の強化に向け、組織を挙げて邁進することを表明する。
　以上、決議する。
　　平成30年₃月28日

愛媛県町村監査委員協議会第18回定期総会　

第18回定期総会次第
	 　と　き　平成30年₃月28日㈬　15時00分
	 　ところ　えひめ共済会館 ₄階「末　広」
₁　開会のことば
₂　会長あいさつ
₃　来 賓 祝 辞
₄　講　　　　演
　　　「地方自治法の一部を改正する法律の概要」
₅　議　　　　事
　⑴　報告第１号　　会務報告
　⑵　認定第１号　　平成28年度決算
　⑶　議案第１号　　平成30年度事業計画
　⑷　議案第２号　　平成30年度予算
　⑸　議案第３号　　任期満了に伴う役員改選について
　⑹　議案第４号　　決　　議
₆　閉会のことば

　
　

副
会
長　

榎
本　

孝
幸
（
松
野
町
）

　
　

監　

事　

亀
山　

秀
夫
（
上
島
町
）

　
　
　

同　
　

小
島
敬
一
郎
（
愛
南
町
）

　
　

な
お
、
新
役
員
の
任
期
は
平
成
30
年

4
月
1
日
か
ら
2
年
間
。

⑹　

議
案
第
4
号　

決
議

　
　

安
永
副
会
長
が
別
掲
の
決
議
を
朗
読

し
満
場
の
拍
手
で
こ
れ
を
採
択
。

　

最
後
に
同
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

新会長　安永紀雄氏
（松前町代表監査委員）
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桜
は
日
本
の
春

　

つ
い
先
ご
ろ
ま
で
寒
さ
と
積
雪
に
身
を

縮
め
て
い
た
日
本
列
島
。
今
や
淡
紅
色
の

花
び
ら
を
着
飾
っ
た
桜
の
木
々
は
、
満
開

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
や
は
り
桜
は
日
本
の

春
そ
の
も
の
で
あ
る
。
桜
前
線
は
、
長
い

列
島
を
目
下
急
北
上
中
。

　

さ
て
、
誰
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
「
日

本
海
」
周
辺
の
暴
荒
波
は
、
き
な
臭
か
っ

た
一
時
か
ら
変
化
、
緊
張
感
を
裏
打
ち
に

異
な
っ
た
展
開
へ
、
微
妙
な
小
休
止
…
に

あ
る
。
日
本
と
し
て
は
、
平
和
の
流
れ
を

願
い
つ
つ
、
如
何
な
る
展
開
に
な
ろ
う
と

も
拉
致
問
題
の
現
実
は
、
一
時
も
忘
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

　

列
島
の
火
山
群
も
近
年
、
か
つ
て
の
定

説
で
あ
っ
た
死
火
山
有
り
説
か
ら
今
や
全

て
活
火
山
説
へ
移
行
。
そ
の
現
実
の
姿
は
、

白
根
山
の
突
然
の
噴
火
、
霧
島
連
山
の
新

燃
岳
な
ど
火
山
の
自
然
力
を
見
せ
つ
け
て

い
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
確
実
な
予
知
が

で
き
な
い
不
明
確
な
噴
火
爆
発
そ
の
も
の

の
不
安
は
、
払
拭
で
き
な
い
も
の
の
、
列

島
で
今
直
ち
の
恐
怖
は
な
い
よ
う
だ
。
一

時
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
山
々
も
桜

の
春
を
歓
迎
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

る
。
た
だ
地
震
は
、
火
山
と
と
も
に
不
明

な
自
然
超
領
域
に
あ
る
。
大
地
震
は
自
然

忘
却
の
範
疇
で
あ
り
た
い
日
常
の
想
い
が
、

不
気
味
で
あ
り
、
人
々
は
備
え
を
怠
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　

大
気
の
異
常
は
、
近
年
の
異
常
気
象
連

続
か
ら
し
て
為
す
が
ま
ま
で
あ
る
。
つ
い

て
は
強
風
雨
で
桜
の
花
び
ら
が
散
る
風
情

も
良
し
と
し
た
情
緒
的
世
界
に
入
る
方
が
、

日
本
風
か
も
知
れ
な
い
桜
の
春
で
あ
る
。

　

桜
の
下
で
「
の
た
り
の
た
り
」
の
花
見
・

花
見
酒
も
、
緊
迫
し
た
日
々
の
環
境
か
ら

一
時
だ
け
脱
す
る
行
為
と
し
て
は
、
一
興

で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
時
も
一
興
も

人
々
に
自
由
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
証
で
も

あ
る
。

　

し
か
し
、
な
ん
と
も
し
難
い
自
然
環
境
、

グ
ロ
ー
バ
ル
で
動
く
世
界
を
意
識
し
、
慣

れ
つ
つ
あ
る
中
で
一
方
、
海
外
で
は
強
権

な
リ
ー
ダ
ー
が
次
々
と
現
れ
、
展
開
す
る

よ
う
な
昨
今
は
危
惧
の
一
言
…
。

　

国
内
も
か
つ
て
の
よ
う
な
他
人
様
の
た

め
に
命
を
か
け
る
、
義
理
、
人
情
、
謙
虚

さ
が
薄
ら
ぎ
、
倫
理
が
阻
害
さ
れ
つ
つ
あ

る
よ
う
な
、
寂
し
く
厳
し
い
現
代
の
人
間

模
様
は
複
雑
か
つ
心
配
で
あ
る
…
。

　

超
高
齢
社
会
を
維
持
、
発
展
へ
の
先
達

か
ら
中
枢
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
若

者
達
に
、
元
気
が
無
く
未
来
に
夢
が
あ
る

よ
う
な
無
い
よ
う
な
社
会
と
し
て
、
現
代

を
位
置
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。
現
下
の
社

会
構
成
者
は
責
任
重
大
で
あ
る
。
余
裕
は

一
時
と
し
て
、
桜
木
の
下
で
全
て
を
無
防

備
に
自
由
奔
放
に
浮
か
れ
っ
ぱ
な
し
で
は
、

万
事
淡
い
桜
花
が
泥
水
に
流
さ
れ
る
よ
う

な
終
末
を
迎
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
美
し
い
桜
の
日
本
の
春
が
、

毎
年
訪
れ
る
よ
う
願
い
、
自
由
に
感
謝
し
、

淡
い
桜
花
に
酔
い
し
れ
る
今
を
大
切
に
…
。

�

　
　
（
Ｔ
）

 

「
人
類
は
、
恐
怖
と
い
う
非
常
に
一
般
的

な
弱
点
を
克
服
し
た
人
々
を
尊
敬
す
る

も
の
だ
」

　
　
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

　

�

　

英
国
の
文
学
者
）

一

筆

3
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
自
治
労
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要

望
▽
2
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協

議
会
会
計
監
査
、
愛
媛
県
市
町
各
種
事

業
総
合
協
議
会
会
計
監
査

▽
4
日
＝
大
洲
市
消
防
出
初
式

▽
5
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協

議
会
平
成
29
年
度
定
期
総
会
、
中
村
知

事
へ
出
馬
要
請
（
議
長
会
）

▽
7
日
＝
地
方
分
権
改
革
・
提
案
募
集
方

式
に
関
す
る
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
説
明
会

▽
8
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

第
2
回
定
例
理
事
会
、
都
道
府
県
町
村

会
政
務
担
当
職
員
研
修
会（
9
日
ま
で
）

▽
11
日
＝
e
a
t
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
え

ひ
め,
18
表
彰
式

▽
14
日
＝
愛
媛
県
水
道
協
会
事
業
推
進
等

研
究
会
、
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対

策
協
議
会
愛
媛
県
支
部
事
業
推
進
等
研

究
会
、
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
平

成
29
年
度
第
4
回
理
事
会

▽
18
日
＝
西
条
市
消
防
観
閲
式

▽
19
日
＝
愛
媛
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係

市
町
協
議
会
事
業
推
進
等
研
究
会
、
全

国
山
村
振
興
連
盟
愛
媛
県
支
部
事
業
推

進
等
研
究
会
、
全
国
町
村
下
水
道
推
進

協
議
会
愛
媛
県
支
部
事
業
推
進
等
研
究

会
▽
20
日
＝
平
成
29
年
度（
公
財
）愛
媛
の
森

林
基
金
理
事
会（
第
3
回
）、
松
山
空
港

利
用
促
進
協
議
会
理
事
会

▽
22
日
＝
平
成
29
年
度
「
え
ひ
め
移
住
交

流
促
進
協
議
会
」第
3
回
総
会
、愛
媛
県

社
会
福
祉
協
議
会
第
2
1
2
回
理
事
会

▽
23
日
＝
都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
局
長
会
議
、
愛
媛
県
医
療
審
議
会
、

愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大

会
実
行
委
員
会
第
5
回
総
会
、
愛
顔
つ

な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
「
御

製
碑
」
及
び
「
大
会
記
念
碑
」
除
幕
式
、

編
集
後
記

　

会
う
は
別
れ
の
始
め
と
言
い
ま
す
が
、

年
度
末
を
迎
え
多
く
の
人
た
ち
に
異
動
が

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

か
く
言
う
小
欄
も
、
本
日
を
も
っ
て
担

当
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
町
の
広
報
担
当
者
様
に
は
、
こ
れ
ま

で
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
4
月
か
ら
新
し
い

担
当
者
に
変
わ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

郷
亜
里
砂
選
手（
県
ス
ポ
ー
ツ
専
門
員
）

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
告
会

▽
24
日
＝
平
成
29
年
度
愛
媛
県
戦
没
者
遺

族
大
会

▽
26
日
＝
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
事
業
推

進
等
研
究
会
、
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業

総
合
協
議
会
定
期
総
会
、
愛
媛
県
人
権

協
会
定
期
総
会
、
四
国
四
県
町
村
議
会

議
長
会
事
務
局
長
並
び
に
担
当
者
会
、

第
1
7
8
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
、（
公
社
）愛
媛
県
畜
産
協
会

平
成
29
年
度
臨
時
総
会

▽
27
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会

平
成
29
年
度
第
3
回
理
事
会

▽
28
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

第
3
回
臨
時
評
議
員
会
、
愛
媛
県
町
村

監
査
委
員
協
議
会
第
18
回
定
期
総
会
、

平
成
29
年
度（
一
社
）愛
媛
県
観
光
物
産

協
会
第
3
回
理
事
会
、平
成
29
年
度（
一

財
）愛
媛
県
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
理

事
会（
第
4
回
）

▽
29
日
＝
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
平
成
29

年
度
第
3
回
理
事
会
、
内
外
情
勢
調
査

会
松
山
支
部
懇
談
会

▽
30
日
＝
四
国
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
情
報

発
信
事
業
委
託
業
務
に
係
る
企
画
提

案
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）

▽
31
日
＝
自
由
民
主
党
愛
媛
県
支
部
連
合

会
第
62
回
定
期
大
会


